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第７回RFP　地産・地消型探査技術／アイデア型

きのこ菌を用いたヒト由来の有機性廃棄物の資源化システムの構築
機関名：

プロジェクト概要

2022年1月～継続中

【目的】 【内容】

　宇宙ステーションでは、ヒト由来の有機性廃棄物さ
えも循環利用するシステムが求められる。ヒト由来の
有機性廃棄物（便・紙）を食料生産に利用するには、
①当該有機性廃棄物の前処理方法、②前処理後の養液
を用いた食料生産技術の2つの課題が存在する。
　このようなシステムを開発するにあたり、栽培のし
やすさや、栽培サイクルの期間の短さ、宇宙における
栽培操作の簡便性などの要素が求められる。これを解
決する手段として、排せつ物を養分として利用して、
直接食糧へと変換が可能なキノコ菌のポテンシャルを
利用することを考えた。これらシステムを構築するた
めの帰途的な知見を蓄積し、将来の閉鎖空間での栽培
システム構築につなげる。 
　

　動物の排泄物である糞に発生する菌類は糞生菌と呼
ばれ、これらの中にはハラタケ族などのきのこ菌の一
部も含まれる。これらの菌は食用であるものも含まれ
ており、宇宙での廃棄物からの食料生産を担うポテン
シャルがある。
　そこで、本研究では、ヒト由来の有機性廃棄物を栄
養素として再利用できるように、前処理として殺菌・
低分子化し、次にきのこを対象として食料生産を行う
という手法で、2つの課題の解決に取り組み、ヒト由
来の有機性廃棄物から化合物を回収し、回収した化合
物を利用して食料生産を行う一連のシステムの検討
と、実現可能性を見極める。
　結果は、地上における有機性廃棄物の食料への転換
技術への応用が期待できる。
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第６回RFP　有人宇宙探査技術／アイデア型

機関名：

プロジェクト概要

2021年2月～ 2022年3月

【目的】 【成果】

　月面探査等の将来有人宇宙活動において適用が期待
される、通信遅延下における非定常タスクの遠隔操作
技術に関わる研究を行う。

研究では月面未踏地などを想定し,
①通信遅延環境下での物体ハンドリング
②人を含む周辺物に危害を加えないシステム
③不定形物のハンドリング（形状を知らない岩石の

サンプリング、柔軟な断熱シート(MLI)の着脱） 
を可能とするマニピュレータシステムを開発するとと
もに、模擬作業環境にてその技術実証を行い、月面探
査における宇宙飛行士の活動を支援できるロボット技
術を目指すための課題となり得る項目の識別を図る。

　AIサポート機能（物体認識、操作者の意図推定、
行動計画、動作制御で構成。以下ST）と関節トルク
制御を実装したアバターロボットにて技術実証を行
い、以下のように機能の有効性を確認した。

①月面で未知の岩石（不定形物）を把持するタスクを
想定し、通信遅延を模擬した環境での実証を行っ
た。STを付加することで、タスク成功率向上およ
びのタスク遂行時間の短縮ができた。

②関節トルク制御により、衝突を検知し人体に影響の
無い荷重レベルまでいなせることを確認した。

③MLIの着脱作業を想定した実証を行った結果、ST
によって、ST無では把持が困難であったMLIを把
持し、折り畳み等の操作ができるようになった。
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